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抄録 燃料デブリ取り出しに関連するレーザー切断時に発生する微粒子発生機構の研究を行っている。レー

ザー照射によるジルコニアから噴き出した微粒子を、高速度カメラと電子顕微鏡を用い観察した。 
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1. 緒言 

廃炉への適用を目指したレーザー切断技術では、発生する微粒子の特性評価、閉じ込め、回収が重要課題

である。これに資するため、ジルコニア等から飛散する微粒子群の観察および物理過程の検討を行った。[1] 

 

2. 微粒子発生・飛散過程の観察と結果 

シャドウグラフ法により、パワー3 kW の QCW レーザー光照射時のジルコニア等からの微粒子飛散の

様子を、高速度カメラを用いて記録した。飛散するジルコニア微粒子像の一例を図 1 に示す。(a)は照射

開始時、(b)は照射終了時付近のシャドウグラフ。また飛散した微粒子を捕捉し、電子顕微鏡を用いて観

察した。それらを踏まえ、物理モデルを用いた解析を行い、観察結果と合わせて考察を行った。 

 

図 1 2.7 kW、パルス幅 10ms の QCW レーザーを照射したときの溶融物および微粒子のシャドウグラフの一例 
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